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Ⅰ 調査概要 

１. 調査の目的 

本県における地方創生の着実な実現のためには、特に若い世代に居住地として選ばれることが

重要であり、魅力ある雇用の場を創出し、結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境の整備など

を進めることが重要である。 
そのため、今後の本県の各種施策をより効果的に実施していくため、県内の高等学校生や、短

期大学生・大学生を対象として、意識調査（アンケート）を実施する。 
 
２. 調査の設計 

（１）調査対象  千葉県内の高校・大学・短期大学34校（下図表参照）の生徒 

（２）調査方法  対象校の生徒に対してアンケート票の配布・回収 

（３）調査期間  平成28年６月７日～６月27日 

（４）回収状況  1,870人（高校生1,192人、大学生・短期大学生678人） 

※未記入のあった回答者も含む 

＜図表 アンケートを配布した学校名及び回収人数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類 学校名 種別 学科 学区 学年 回収人数

1 千葉 高等学校 普通科 1 2 38

2 千葉商業 高等学校 情報システム科 1 2 41

3 千葉南 高等学校 普通科 1 2 37

4 船橋 高等学校 理数科 2 2 40

5 市川工業 高等学校 工業（電気科） 2 2 35

6 松戸国際 高等学校 国際教養 2 2 39

7 東葛飾 高等学校 普通科 3 2 36

8 清水 高等学校 機械科 3 2 40

9 鎌ヶ谷 高等学校 普通科 3 2 41

10 佐倉 高等学校 普通科 4 2 40

11 八街 高等学校 総合学科 4 2 39

12 佐原 高等学校 普通科 5 2 40

13 東総工業 高等学校 情報技術科 5 2 40

14 成東 高等学校 普通科 6 2 42

15 東金商業 高等学校 商業科 6 2 41

16 長生 高等学校 普通科 7 2 42

17 一宮商業 高等学校 商業科 7 2 38

18 安房 高等学校 普通科 8 2 40

19 安房拓心 高等学校 調理系列 8 2 39

20 木更津 高等学校 普通科 9 2 41

21 君津商業 高等学校 情報管理科 9 2 40

829

22 渋谷教育学園幕張 高等学校 普通科 2 43

23 市川 高等学校 普通科 2 44

24 芝浦工業大学柏 高等学校 普通科 2 39

25 成田 高等学校 普通科 2 41

26 敬愛大学八日市場 高等学校 特進コース 2 28

27 横芝敬愛 高等学校 普通科 2 41

28 茂原北陵 高等学校 普通科 2 36

29 千葉県安房西 高等学校 普通科（進学クラス） 2 50

30 東海大学付属市原望洋 高等学校 普通科 2 41

363

31 千葉敬愛 短期大学 現代子ども学科 1 176

32 和洋女子 大学 人文学群、家政学群 1～4 289

33 千葉 大学 159

34 千葉工業 大学 4 54

678

合計 1,870

短期大学・大学（４校）　小計

私立高等学校（９校）　小計

私
立
高
等
学
校

県
立
高
等
学
校

県立高等学校（２１校）　小計

短
期
大
学
・

大
学
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３. 調査の項目 

（１）進路に関する希望について（高校生のみ） 
（２）将来の就職に関する希望について 
（３）将来の居住地の希望について 
（４）「居住地として選ばれる千葉」について 
（５）結婚・子育てなどについて 
 

４. この報告書の見方 

（１）集計は小数第２位を四捨五入して算出した。したがって、回答率を合計しても 100％にな

らず、１％の範囲で増減することがある。 

（２）回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数ｎとして算出した。したがって、複数回

答の設問は、すべての比率を合計すると 100％を超えることがある。 

（３）クロス集計の図表では、分析軸となる質問に無回答だった人については掲載していない。

そのため、各層の nの合計が総数とは一致しない場合がある。 

 
５. 回答者の属性 

（１）性別 

＜図表 性別－高校生＞ 
 
 
 
 
 
 
 

＜図表 性別－大学生・短期大学生＞ 
 
 
 
 
 
 
 
（２）学科 

＜図表 学科－高校生＞ 
 
 
 
 
 

基数 構成比

１　男性 612 51.4％

２　女性 450 37.8  

　（無回答） 128 10.8  

合　　　計 1,190 100.0　

51.4

37.8

10.8

0 10 20 30 40 50 60 （％）

基数 構成比

１　男性 118 17.5％

２　女性 517 76.6  

　（無回答） 40 5.9  

合　　　計 675 100.0　

17.5

76.6

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）

基数 構成比

１　普通科・理数科・国際教養科・
　　特進コース

838 70.4％

２　上記以外の工業科・商業科・
　　総合学科等

352 29.6  

合　　　計 1,190 100.0　

70.4

29.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）



 - 3 -

（３）出身地 

＜図表 出身地－高校生＞ 
 
 
 

基数 構成比

１　千葉市 99 8.3％
２　銚子市 23 1.9  
３　市川市 27 2.3  
４　船橋市 44 3.7  
５　館山市 45 3.8  
６　木更津市 24 2.0  
７　松戸市 25 2.1  
８　野田市 25 2.1  
９　茂原市 40 3.4  
10　成田市 30 2.5  
11　佐倉市 11 0.9  
12　東金市 34 2.9  
13　旭市 35 2.9  
14　習志野市 14 1.2  
15　柏市 31 2.6  
16　勝浦市 8 0.7  
17　市原市 46 3.9  
18　流山市 6 0.5  
19　八千代市 14 1.2  
20　我孫子市 3 0.3  
21　鴨川市 17 1.4  
22　鎌ケ谷市 3 0.3  
23　君津市 28 2.4  
24　富津市 10 0.8  
25　浦安市 7 0.6  
26　四街道市 11 0.9  
27　袖ケ浦市 6 0.5  
28　八街市 25 2.1  
29　印西市 1 0.1  
30　白井市 4 0.3  
31　富里市 8 0.7  
32　南房総市 31 2.6  
33　匝瑳市 20 1.7  
34　香取市 16 1.3  
35　山武市 19 1.6  
36　いすみ市 10 0.8  
37　大網白里市 11 0.9  
38　印旛郡酒々井町 3 0.3  
39　印旛郡栄町 3 0.3  
40　香取郡神崎町 1 0.1  
41　香取郡多古町 3 0.3  
42　香取郡東庄町 2 0.2  
43　山武郡九十九里町 5 0.4  
44　山武郡芝山町 2 0.2  
45　山武郡横芝光町 22 1.8  
46　長生郡一宮町 5 0.4  
47　長生郡睦沢町 5 0.4  
48　長生郡長生村 3 0.3  
49　長生郡白子町 4 0.3  
50　安房郡鋸南町 1 0.1  
51　山武郡（町村名不明） 1 0.1  
52　長生郡（町村名不明） 2 0.2  
53　東京都 42 3.5  
54　神奈川県 21 1.8  
55　埼玉県 12 1.0  
56　北関東 32 2.7  
57　北海道 10 0.8  
58　東北 13 1.1  
59　中部 11 0.9  
60　近畿 25 2.1  
61　中国 7 0.6  
62　四国 2 0.2  
63　九州・沖縄 7 0.6  
64　国外 12 1.0  
　（無回答） 123 10.3  

合　　　計 1,190 100.0　
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＜図表 出身地－大学生・短期大学生＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基数 構成比

１　千葉市 60 8.9％
２　銚子市 3 0.4  
３　市川市 26 3.9  
４　船橋市 31 4.6  
５　館山市 2 0.3  
６　木更津市 8 1.2  
７　松戸市 13 1.9  
８　野田市 1 0.1  
９　茂原市 10 1.5  
10　成田市 12 1.8  
11　佐倉市 13 1.9  
12　東金市 5 0.7  
13　旭市 12 1.8  
14　習志野市 13 1.9  
15　柏市 15 2.2  
16　勝浦市 1 0.1  
17　市原市 23 3.4  
18　流山市 1 0.1  
19　八千代市 8 1.2  
20　我孫子市 2 0.3  
21　鴨川市 1 0.1  
22　鎌ケ谷市 6 0.9  
23　君津市 6 0.9  
24　富津市 7 1.0  
25　浦安市 4 0.6  
26　四街道市 9 1.3  
27　袖ケ浦市 6 0.9  
28　八街市 5 0.7  
29　印西市 6 0.9  
30　白井市 3 0.4  
31　南房総市 1 0.1  
32　匝瑳市 5 0.7  
33　香取市 11 1.6  
34　山武市 1 0.1  
35　いすみ市 4 0.6  
36　大網白里市 4 0.6  
37　印旛郡酒々井町 2 0.3  
38　印旛郡栄町 2 0.3  
39　香取郡神崎町 1 0.1  
40　香取郡多古町 3 0.4  
41　山武郡九十九里町 1 0.1  
42　山武郡芝山町 1 0.1  
43　山武郡横芝光町 2 0.3  
44　長生郡一宮町 2 0.3  
45　長生郡睦沢町 2 0.3  
46　長生郡長生村 2 0.3  
47　長生郡白子町 2 0.3  
48　安房郡鋸南町 3 0.4  
49　印旛郡（町村名不明） 1 0.1  
50　山武郡（町村名不明） 1 0.1  
51　東京都 76 11.3  
52　神奈川県 11 1.6  
53　埼玉県 31 4.6  
54　北関東 59 8.7  
55　北海道 6 0.9  
56　東北 24 3.6  
57　中部 37 5.5  
58　近畿 11 1.6  
59　中国 9 1.3  
60　四国 3 0.4  
61　九州・沖縄 14 2.1  
　（無回答） 31 4.6  

合　　　計 675 100.0　
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（４）出身高校所在地 

＜図表 出身高校所在地－大学生・短期大学生＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基数 構成比

１　千葉市 100 14.8％

２　銚子市 6 0.9  

３　市川市 43 6.4  

４　船橋市 33 4.9  

５　館山市 4 0.6  

６　木更津市 10 1.5  

７　松戸市 13 1.9  

８　茂原市 12 1.8  

９　成田市 9 1.3  

10　佐倉市 9 1.3  

11　東金市 9 1.3  

12　習志野市 15 2.2  

13　柏市 17 2.5  

14　市原市 7 1.0  

15　流山市 2 0.3  

16　八千代市 16 2.4  

17　我孫子市 8 1.2  

18　鴨川市 1 0.1  

19　鎌ケ谷市 1 0.1  

20　君津市 9 1.3  

21　富津市 1 0.1  

22　浦安市 2 0.3  

23　四街道市 23 3.4  

24　袖ケ浦市 10 1.5  

25　八街市 3 0.4  

26　印西市 4 0.6  

27　白井市 1 0.1  

28　富里市 3 0.4  

29　匝瑳市 13 1.9  

30　香取市 15 2.2  

31　山武市 6 0.9  

32　いすみ市 1 0.1  

33　大網白里市 1 0.1  

34　印旛郡酒々井町 3 0.4  

35　香取郡多古町 1 0.1  

36　山武郡横芝光町 1 0.1  

37　長生郡一宮町 3 0.4  

38　夷隅郡大多喜町 2 0.3  

39　印旛郡（町村名不明） 1 0.1  

40　東京都 73 10.8  

41　神奈川県 6 0.9  

42　埼玉県 25 3.7  

43　北関東 50 7.4  

44　北海道 2 0.3  

45　東北 18 2.7  

46　中部 25 3.7  

47　近畿 7 1.0  

48　中国 4 0.6  

49　四国 2 0.3  

50　九州・沖縄 10 1.5  

　（無回答） 35 5.2  

合　　　計 675 100.0　
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（５）現在の居住地 

＜図表 現在の居住地－高校生＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基数 構成比

１　千葉市 118 9.9％

２　銚子市 21 1.8  

３　市川市 34 2.9  

４　船橋市 62 5.2  

５　館山市 53 4.5  

６　木更津市 24 2.0  

７　松戸市 40 3.4  

８　野田市 29 2.4  

９　茂原市 43 3.6  

10　成田市 24 2.0  

11　佐倉市 15 1.3  

12　東金市 33 2.8  

13　旭市 35 2.9  

14　習志野市 20 1.7  

15　柏市 39 3.3  

16　勝浦市 7 0.6  

17　市原市 51 4.3  

18　流山市 13 1.1  

19　八千代市 20 1.7  

20　我孫子市 10 0.8  

21　鴨川市 19 1.6  

22　鎌ケ谷市 6 0.5  

23　君津市 28 2.4  

24　富津市 9 0.8  

25　浦安市 17 1.4  

26　四街道市 17 1.4  

27　袖ケ浦市 10 0.8  

28　八街市 30 2.5  

29　印西市 7 0.6  

30　白井市 7 0.6  

31　富里市 5 0.4  

32　南房総市 36 3.0  

33　匝瑳市 18 1.5  

34　香取市 18 1.5  

35　山武市 28 2.4  

36　いすみ市 13 1.1  

37　大網白里市 18 1.5  

38　印旛郡酒々井町 3 0.3  

39　印旛郡栄町 4 0.3  

40　香取郡神崎町 1 0.1  

41　香取郡多古町 4 0.3  

42　香取郡東庄町 3 0.3  

43　山武郡九十九里町 5 0.4  

44　山武郡芝山町 3 0.3  

45　山武郡横芝光町 27 2.3  

46　長生郡一宮町 8 0.7  

47　長生郡睦沢町 4 0.3  

48　長生郡長生村 4 0.3  

49　長生郡白子町 5 0.4  

50　夷隅郡御宿町 1 0.1  

51　安房郡鋸南町 1 0.1  

52　山武郡（町村名不明） 1 0.1  

53　長生郡（町村名不明） 3 0.3  

54　東京都 15 1.3  

55　神奈川県 1 0.1  

56　埼玉県 1 0.1  

57　茨城県 15 1.3  

　（無回答） 104 8.7  

合　　　計 1,190 100.0　
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0.3

0.4

0.1

0.1
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0.1
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＜図表 現在の居住地－大学生・短期大学生＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基数 構成比

１　千葉市 148 21.9％

２　銚子市 1 0.1  

３　市川市 47 7.0  

４　船橋市 43 6.4  

５　木更津市 10 1.5  

６　松戸市 19 2.8  

７　野田市 2 0.3  

８　茂原市 12 1.8  

９　成田市 8 1.2  

10　佐倉市 22 3.3  

11　東金市 3 0.4  

12　旭市 9 1.3  

13　習志野市 21 3.1  

14　柏市 19 2.8  

15　勝浦市 1 0.1  

16　市原市 19 2.8  

17　流山市 1 0.1  

18　八千代市 10 1.5  

19　我孫子市 5 0.7  

20　鴨川市 1 0.1  

21　鎌ケ谷市 6 0.9  

22　君津市 4 0.6  

23　富津市 6 0.9  

24　浦安市 5 0.7  

25　四街道市 12 1.8  

26　袖ケ浦市 7 1.0  

27　八街市 8 1.2  

28　印西市 9 1.3  

29　白井市 4 0.6  

30　富里市 1 0.1  

31　匝瑳市 5 0.7  

32　香取市 13 1.9  

33　山武市 1 0.1  

34　いすみ市 3 0.4  

35　大網白里市 5 0.7  

36　印旛郡酒々井町 5 0.7  

37　印旛郡栄町 2 0.3  

38　香取郡神崎町 1 0.1  

39　香取郡多古町 3 0.4  

40　山武郡九十九里町 2 0.3  

41　山武郡横芝光町 2 0.3  

42　長生郡一宮町 2 0.3  

43　長生郡睦沢町 2 0.3  

44　長生郡長生村 3 0.4  

45　長生郡白子町 2 0.3  

46　印旛郡（町村名不明） 1 0.1  

47　山武郡（町村名不明） 1 0.1  

48　東京都 76 11.3  

49　神奈川県 2 0.3  

50　埼玉県 24 3.6  

51　茨城県 27 4.0  

　（無回答） 30 4.4  

合　　　計 675 100.0　
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Ⅱ 調査結果の要約 

１．進路に関する希望について 

（１）高校卒業後の進路に関する現在の希望 

高校卒業後の進路は、「四年制大学に進学」が 63.8％で最も高く、次いで「就職」が 17.9％、「専

門学校に進学」が 7.9％、「短期大学に進学」が 1.3％となっている。また、「決めていない」は 5.4％

となっている。 

（２）第一志望の学校の所在地 

第一志望の学校の所在地は、「千葉県内」が35.6％で最も高く、次いで「東京都（23区内）」が29.5％

となっている。また、「志望校が決まっていない」は14.9％となっている。 

 

２．将来の就職に関する希望について 

（１）就職を希望している職種 

高校生の就職を希望している職種は、「学術研究、専門・技術サービス業」が 13.5％で最も高く、

次いで「医療・福祉」が 12.9％、「官公庁・団体」が 7.6％、「情報通信業」が 6.6％となっている。

また、「わからない」は 26.6％となっている。 
 大学生・短期大学生の就職を希望している職種は、「教育」が40.7％で最も高く、次いで「医療・

福祉」が10.2％、「官公庁・団体」が8.3％、「学術研究、専門・技術サービス業」が7.0％となって

いる。また、「わからない」は11.6％となっている。 

（２）希望する勤務地 

高校生の希望する勤務地は、「千葉県内」が31.7％で最も高く、次いで「東京都（23区内）」が21.8％

となっている。また、「こだわらない」は20.1％、「わからない」は16.4％となっている。 

希望する勤務地を「千葉県内」と回答した方の代表的な市町村名は、「千葉市」が9.0％で最も高

く、次いで「船橋市」と「館山市」がともに2.7％となっている。 

大学生・短期大学生の希望する勤務地は、「千葉県内」が43.9％で最も高く、次いで「東京都（23

区内）」が24.9％となっている。また、「こだわらない」は9.6％、「わからない」は9.9％となって

いる。 

希望する勤務地を「千葉県内」と回答した方の代表的な市町村名は、「千葉市」が13.5％で最も

高く、次いで「船橋市」が9.5％、「市川市」が3.0％となっている。 

（３）県内の勤務を希望する理由 

高校生の県内の勤務を希望する理由は、「地元や、出身県で働きたいから」が52.3％で最も高く、

次いで「実家から通えるところで働きたいから」が47.5％、「将来、家族とゆったりと暮らすこと

ができる地域で働きたいから」が17.0％、「県内に志望する企業があるから」が7.7％となっている。 

大学生・短期大学生の県内の勤務を希望する理由は、「実家から通えるところで働きたいから」

が63.5％で最も高く、次いで「地元や、出身県で働きたいから」が53.7％、「将来、家族とゆった

りと暮らすことができる地域で働きたいから」が22.0％、「県内に志望する企業があるから」が6.4％

となっている。 
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（４）県内の勤務を希望しない理由 

高校生の県内の勤務を希望しない理由は、「都心で働きたいから」が61.0％で最も高く、次いで

「県内に志望する企業がないから」が14.9％、「県内企業の数や求人が充実していないから」が

11.4％、「実家から通えるところで働きたいから」が5.1％となっている。 

大学生・短期大学生の県内の勤務を希望しない理由は、「都心で働きたいから」が46.2％で最も

高く、次いで「地元や、出身県で働きたいから」が32.4％、「実家から通えるところで働きたいか

ら」が26.5％、「県内に志望する企業がないから」が8.8％となっている。 

 

３．将来の居住地の希望について 

（１）就職後の居住地の希望 

高校生の就職後の居住地の希望は、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」が 39.3％で最も高くなっ

ている。「千葉県外（国内）に住みたい」が 18.5％、「国外に住みたい」が 4.2％となっている。ま

た、「こだわらない」は 28.6％となっている。 
 大学生・短期大学生の就職後の居住地の希望は、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」が44.7％

で最も高くなっている。「千葉県外（国内）に住みたい」が27.6％、「国外に住みたい」が2.1％と

なっている。また、「こだわらない」は17.6％となっている。 

（２）県内で希望する居住地 

高校生の県内で希望する居住地は、「具体的に希望する市町村がある」が53.2％、「県内であれば

どこでも良い」は44.2％となっている。 

県内で「具体的に希望する市町村がある」と回答した方の具体的な市町村は、「千葉市」が20.1％

で最も高く、次いで「船橋市」が11.2％、「浦安市」が5.2％、「柏市」が4.8％、「館山市」が4.0％

となっている。 

大学生・短期大学生の県内で希望する居住地は、「具体的に希望する市町村がある」が65.2％、「県

内であればどこでも良い」は32.5％となっている。 

県内で「具体的に希望する市町村がある」と回答した方の具体的な市町村は、「千葉市」が22.8％

で最も高く、次いで「船橋市」が16.2％、「市川市」が9.6％、「成田市」と「柏市」がともに4.6％

となっている。 

（３）千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由 

高校生の千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由は、「自宅があるから」が44.9％で最も高く、次い

で「住み慣れていて土地勘があるから」が44.0％、「家族の近くにいると便利だから（育児・介護

等）」が38.0％、「千葉県（地元）が好きだから」が31.8％、「知人・友人が多いから」が31.2％と

なっている。 

大学生・短期大学生の千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由は、「自宅があるから」が60.6％で最

も高く、次いで「住み慣れていて土地勘があるから」が54.3％、「家族の近くにいると便利だから

（育児・介護等）」が48.0％、「知人・友人が多いから」が36.8％、「千葉県（地元）が好きだから」

が34.8％となっている。 

（４）県外で希望する居住地 

高校生の県外で希望する居住地は、「東京都（23区内）」が56.8％で最も高くなっている。 

大学生・短期大学生の県外で希望する居住地は、「東京都（23区内）」が57.5％で最も高く、次い

で「北関東（茨城県・栃木県・群馬県）」が12.9％となっている。 
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（５）千葉県を居住地に選ばない理由 

高校生の千葉県を居住地に選ばない理由は、「都心へのアクセスが不便だから」が32.3％で最も

高く、次いで「仕事の選択肢が狭まるから」が27.7％、「田舎のイメージが強いから」が23.2％、「希

望する働き場所がないから」が20.9％、「おしゃれなお店がないから」が20.5％となっている。 

大学生・短期大学生の千葉県を居住地に選ばない理由は、「出身地（県外）に戻るため」が43.5％

で最も高く、次いで「都心へのアクセスが不便だから」が32.3％、「田舎のイメージが強いから」

が18.8％、「仕事の選択肢が狭まるから」が14.5％、「おしゃれなお店がないから」が14.0％となっ

ている。 

 

４．「居住地として選ばれる千葉」について 

（１）千葉県が居住地として選ばれるために重要なこと 

高校生の千葉県が居住地として選ばれるために重要なことは、「治安が良いこと」が 37.6％で最

も高く、次いで「都心へのアクセスが良いこと」が 36.9％、「災害に強いこと」が 27.4％、「医療・

福祉環境が充実していること」が 26.6％、「子育て環境が充実していること」が 18.7％となってい

る。 
 大学生・短期大学生の千葉県が居住地として選ばれるために重要なことは、「都心へのアクセス

が良いこと」が41.8％で最も高く、次いで「治安が良いこと」が40.0％、「子育て環境が充実して

いること」が34.2％、「医療・福祉環境が充実していること」が26.2％、「災害に強いこと」が23.6％

となっている。 

 

５．結婚・子育てなどについて 

（１）「晩婚」や「未婚」が増えている理由 

高校生の「晩婚」や「未婚」が増えている理由として考えられるものについては、「結婚の必要

性を感じない人が増えているから」が 53.7％で最も高く、次いで「独身の自由さや気楽さを失いた

くないと考える人が増えているから」が 39.3％、「結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人

が増えているから」が 36.0％、「結婚より趣味や娯楽を楽しみたいと考える人が増えているから」

が 33.1％、「異性とうまくつき合えない人が増えているから」が 30.6％となっている。 
 大学生・短期大学生の「晩婚」や「未婚」が増えている理由として考えられるものについては、

「結婚の必要性を感じない人が増えているから」が59.4％で最も高く、次いで「結婚より仕事や学

業に打ち込みたいと考える人が増えているから」が50.8％、「独身の自由さや気楽さを失いたくな

いと考える人が増えているから」が48.4％、「経済的に余裕のない人が増えているから」が39.6％、

「異性と知り合う（出会う）機会が減っているから」が39.3％となっている。 

（２）子どもを持つために必要だと思う条件 

高校生の子どもを持つために必要だと思う条件は、「地域の保育サービス（保育所や一時預かり

など）が整うこと」が50.7％で最も高く、次いで「働きながら子育てができる職場環境であること」

が48.7％、「教育にお金があまりかからないこと」が34.6％、「雇用が安定すること」が29.7％、「配

偶者が家事・育児に協力してくれること」が20.3％となっている。 

 大学生・短期大学生の子どもを持つために必要だと思う条件は、「地域の保育サービス（保育所

や一時預かりなど）が整うこと」が60.4％で最も高く、次いで「働きながら子育てができる職場環

境であること」が57.0％、「教育にお金があまりかからないこと」が41.3％、「雇用が安定すること」

が33.0％、「配偶者が家事・育児に協力してくれること」が28.1％となっている。 
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Ⅲ 調査結果の詳細 

１．進路に関する希望について 

（１）高校卒業後の進路に関する現在の希望（高校生のみ） 

問 高校卒業後の進路に関する現在の希望はどれですか。 

高校卒業後の進路は、「四年制大学に進学」が 63.8％で最も高く、次いで「就職」が 17.9％、「専

門学校に進学」が 7.9％、「短期大学に進学」が 1.3％となっている。また、「決めていない」は 5.4％

となっている。 

 

＜図表 高校卒業後の進路に関する現在の希望－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「就職」では男性（19.1％）が女性（15.3％）より 3.8 ポイント高くなっている。 

 

＜図表 高校卒業後の進路に関する現在の希望－高校生（性別）＞ 

 

 

 
 
 
 
 

四年制大学
に進学

短期大学に
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専門学校に
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就職 その他 決めていない 無回答

ｎ （％）

全 体 (1,190)

男 性 ( 612)

女 性 ( 450)

性
　
別 64.2

65.8

63.8
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0.7
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その他
0.3

短期大学に進学
1.3
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（２）第一志望の学校の所在地（高校生のみ） 

問 高校卒業後の進路に関する現在の希望で、「四年制大学に進学」「短期大学に進学」「専門

学校に進学」と回答した方について、第一志望の学校の所在地はどこですか。 

第一志望の学校の所在地は、「千葉県内」が 35.6％で最も高く、次いで「東京都（23 区内）」が

29.5％となっている。また、「志望校が決まっていない」は 14.9％となっている。 

＜図表 第一志望の学校の所在地－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「千葉県内」では女性（38.6％）が男性（32.7％）より 5.9 ポイント高くなって

いる。 

＜図表 第一志望の学校の所在地－高校生（性別）＞ 
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埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

志望校が決まっていない

わからない

無回答

35.6

29.5

5.3

2.1

2.6

0.1

0.3

2.1

3.5

14.9

3.1

0.9

0 10 20 30 40（％）

千葉県内

東京都（23区内）

東京都（その他）

神奈川県（横浜市・川崎市）

神奈川県（その他）

埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

志望校が決まっていない

わからない

無回答

32.7

29.0

6.0

2.7

3.3

0.2

0.2

2.2

3.8

15.3

3.8

0.9

38.6

29.8

5.0

1.2

1.8

0.0

0.3

1.8

2.6

15.5

2.6

0.9

0 10 20 30 40

 男性（ｎ＝452）

 女性（ｎ＝342）

（％）
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２．将来の就職に関する希望について 

（１）就職を希望している職種 

問 将来（高校・大学等の卒業後）、就職を希望している職種はどのようなものですか。 

次の中から、最も希望に近いと思うものを１つ選択してください。 

① 高校生 

高校生の就職を希望している職種は、「学術研究、専門・技術サービス業」が 13.5％で最も高く、

次いで「医療・福祉」が 12.9％、「官公庁・団体」が 7.6％、「情報通信業」が 6.6％となっている。

また、「わからない」は 26.6％となっている。 

 

＜図表 就職を希望している職種－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝1,190）

官公庁・団体

農林水産業

建設業

製造業

情報通信業

運輸業

金融・保険業

不動産業

学術研究、専門・技術サービス業

旅行・観光・宿泊業

飲食・販売業

商社

医療・福祉

教育

その他

わからない

無回答

7.6

0.8

3.6

3.7

6.6

1.1

2.3

0.1

13.5

3.4

4.4

2.9

12.9

5.8

1.2

26.6

3.6

0 10 20 30（％）
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性別でみると、「医療・福祉」では女性（19.1％）が男性（7.7％）より 11.4 ポイント、「教育」

では女性（9.8％）が男性（3.1％）より 6.7 ポイント、それぞれ高くなっている。一方、「情報通

信業」では男性（9.6％）が女性（2.9％）より 6.7 ポイント、「製造業」では男性（6.0％）が女性

（0.2％）より 5.8 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 就職を希望している職種－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

官公庁・団体

農林水産業

建設業

製造業

情報通信業

運輸業

金融・保険業

不動産業

学術研究、専門・技術サービス業

旅行・観光・宿泊業

飲食・販売業

商社

医療・福祉

教育

その他

わからない

無回答

9.5

0.8

4.7

6.0

9.6

1.5

2.3

0.2

14.7

2.0

2.8

2.5

7.7

3.1

0.8

27.3

4.6

5.6

1.1

2.0

0.2

2.9

0.4

1.8

0.0

12.0

5.8

6.0

3.6

19.1

9.8

2.0

24.7

3.1

0 10 20 30

 男性（ｎ＝612）

 女性（ｎ＝450）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の就職を希望している職種は、「教育」が 40.7％で最も高く、次いで「医療・

福祉」が 10.2％、「官公庁・団体」が 8.3％、「学術研究、専門・技術サービス業」が 7.0％となっ

ている。また、「わからない」は 11.6％となっている。 

 

＜図表 就職を希望している職種－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝675）

官公庁・団体

農林水産業

建設業

製造業

情報通信業

運輸業

金融・保険業

不動産業

学術研究、専門・技術サービス業

旅行・観光・宿泊業

飲食・販売業

商社

医療・福祉

教育

その他

わからない

無回答

8.3

0.7

4.4

2.5

3.7

0.3

1.8

0.1

7.0

1.3

4.7

1.5

10.2

40.7

0.4

11.6

0.6

0 10 20 30 40 50（％）
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性別でみると、「教育」では女性（49.3％）が男性（7.6％）より 41.7 ポイント、「医療・福祉」

では女性（12.0％）が男性（2.5％）より 9.5 ポイント、それぞれ高くなっている。一方、「建設業」

では男性（16.9％）が女性（1.4％）より 15.5 ポイント、「官公庁・団体」では男性（17.8％）が

女性（5.6％）より 12.2 ポイント、「学術研究、専門・技術サービス業」では男性（16.1％）が女

性（4.4％）より 11.7 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 就職を希望している職種－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

官公庁・団体

農林水産業

建設業

製造業

情報通信業

運輸業

金融・保険業

不動産業

学術研究、専門・技術サービス業

旅行・観光・宿泊業

飲食・販売業

商社

医療・福祉

教育

その他

わからない

無回答

17.8

0.8

16.9

10.2

10.2

0.0

4.2

0.0

16.1

0.8

0.8

2.5

2.5

7.6

2.5

5.9

0.8

5.6

0.8

1.4

0.8

2.5

0.4

1.4

0.2

4.4

1.2

6.0

1.4

12.0

49.3

0.0

12.4

0.4

0 10 20 30 40 50

 男性（ｎ＝118）

 女性（ｎ＝517）

（％）
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（２）希望する勤務地 

問 希望する勤務地はどこですか。また、「千葉県内」と回答した方について、県内で希望す

る地域の代表的な市町村名があれば、ご記入ください。 

① 高校生 

高校生の希望する勤務地は、「千葉県内」が 31.7％で最も高く、次いで「東京都（23 区内）」が

21.8％となっている。また、「こだわらない」は 20.1％、「わからない」は 16.4％となっている。 

 

＜図表 希望する勤務地－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する勤務地を「千葉県内」と回答した方の代表的な市町村名は、「千葉市」が 9.0％で最も高

く、次いで「船橋市」と「館山市」がともに 2.7％となっている。 

 

＜図表 希望する勤務地－高校生（上位 11 市町村）＞ 

 

 

 

 

（ｎ＝1,190）

千葉県内

東京都（23区内）

東京都（その他）

神奈川県（横浜市・川崎市）

神奈川県（その他）

埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

国外

こだわらない

わからない

無回答

31.7

21.8

1.2

1.1

0.2

0.2

0.1

0.7

1.3

2.4

20.1

16.4

2.9

0 10 20 30 40（％）

（ｎ＝377）

千葉市

船橋市

館山市

野田市

浦安市

茂原市

成田市

山武市

旭市

市原市

南房総市

9.0

2.7

2.7

1.6

1.6

1.3

1.3

1.3

1.1

1.1

1.1

0 2 4 6 8 10（％）
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性別でみると、「千葉県内」では女性（35.8％）が男性（28.1％）より 7.7 ポイント高くなって

いる。一方、「こだわらない」では男性（23.0％）が女性（17.8％）より 5.2 ポイント高くなって

いる。 

 

＜図表 希望する勤務地－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県内

東京都（23区内）

東京都（その他）

神奈川県（横浜市・川崎市）

神奈川県（その他）

埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

国外

こだわらない

わからない

無回答

28.1

21.4

1.0

1.1

0.2

0.3

0.0

1.1

1.6

2.1

23.0

17.3

2.6

35.8

22.9

1.8

0.7

0.0

0.0

0.0

0.2

0.7

2.2

17.8

14.7

3.3

0 10 20 30 40

 男性（ｎ＝612）

 女性（ｎ＝450）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の希望する勤務地は、「千葉県内」が 43.9％で最も高く、次いで「東京都（23

区内）」が 24.9％となっている。また、「こだわらない」は 9.6％、「わからない」は 9.9％となって

いる。 

 

＜図表 希望する勤務地－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する勤務地を「千葉県内」と回答した方の代表的な市町村名は、「千葉市」が 13.5％で最も

高く、次いで「船橋市」が 9.5％、「市川市」が 3.0％となっている。 

 

＜図表 希望する勤務地－大学生・短期大学生（上位 11 市町村）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝675）

千葉県内

東京都（23区内）

東京都（その他）

神奈川県（横浜市・川崎市）

神奈川県（その他）

埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

国外

こだわらない

わからない

無回答

43.9

24.9

1.2

0.6

0.1

0.3

1.0

4.4

2.7

1.2

9.6

9.9

0.1

0 10 20 30 40 50（％）

（ｎ＝296）

千葉市

船橋市

市川市

成田市

佐倉市

習志野市

市原市

茂原市

柏市

八千代市

香取市

13.5

9.5

3.0

2.4

2.4

2.4

2.4

1.7

1.7

1.7

1.7

0 5 10 15 20（％）
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性別でみると、「千葉県内」では女性（49.5％）が男性（18.6％）より 30.9 ポイント高くなって

いる。一方、「東京都（23 区内）」では男性（38.1％）が女性（21.5％）より 16.6 ポイント、「こだ

わらない」では男性（18.6％）が女性（7.5％）より 11.1 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 希望する勤務地－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千葉県内

東京都（23区内）

東京都（その他）

神奈川県（横浜市・川崎市）

神奈川県（その他）

埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

国外

こだわらない

わからない

無回答

18.6

38.1

1.7

0.8

0.0

0.8

0.8

3.4

1.7

3.4

18.6

11.9

0.0

49.5

21.5

1.0

0.6

0.2

0.2

1.2

5.0

3.1

0.8

7.5

9.3

0.2

0 10 20 30 40 50

 男性（ｎ＝118）

 女性（ｎ＝517）

（％）
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（３）県内の勤務を希望する理由 

問 希望する勤務地で、「千葉県内」を回答した方について、千葉県内を希望する理由は何で

すか。（複数可） 

① 高校生 

高校生の県内の勤務を希望する理由は、「地元や、出身県で働きたいから」が 52.3％で最も高く、

次いで「実家から通えるところで働きたいから」が 47.5％、「将来、家族とゆったりと暮らすこと

ができる地域で働きたいから」が 17.0％、「県内に志望する企業があるから」が 7.7％となってい

る。 

＜図表 県内の勤務を希望する理由－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「実家から通えるところで働きたいから」では女性（55.9％）が男性（40.7％）

より 15.2 ポイント、「県内に志望する企業があるから」では女性（9.9％）が男性（4.7％）より 5.2

ポイント、それぞれ高くなっている。一方、「将来、家族とゆったりと暮らすことができる地域で

働きたいから」では男性（20.9％）が女性（15.5％）より 5.4 ポイント高くなっている。 

 

＜図表 県内の勤務を希望する理由－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝377）

地元や、出身県で働きたいから

実家から通えるところで働きたいから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内に志望する企業があるから

県内企業の数や求人が充実しているから

その他

無回答

52.3

47.5

17.0

7.7

1.9

5.6

0.5

0 10 20 30 40 50 60（％）

地元や、出身県で働きたいから

実家から通えるところで働きたいから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内に志望する企業があるから

県内企業の数や求人が充実しているから

その他

無回答

52.3

40.7

20.9

4.7

1.2

7.6

1.2

51.6

55.9

15.5

9.9

1.9

3.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60

 男性（ｎ＝172）

 女性（ｎ＝161）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の県内の勤務を希望する理由は、「実家から通えるところで働きたいから」

が 63.5％で最も高く、次いで「地元や、出身県で働きたいから」が 53.7％、「将来、家族とゆった

りと暮らすことができる地域で働きたいから」が22.0％、「県内に志望する企業があるから」が6.4％

となっている。 

 

＜図表 県内の勤務を希望する理由－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「実家から通えるところで働きたいから」では女性（65.6％）が男性（40.9％）

より 24.7 ポイント、「将来、家族とゆったりと暮らすことができる地域で働きたいから」では女性

（22.3％）が男性（13.6％）より 8.7 ポイント、それぞれ高くなっている。一方、「県内企業の数

や求人が充実しているから」では男性（9.1％）が女性（4.7％）より 4.4 ポイント高くなっている。 

 

＜図表 県内の勤務を希望する理由－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

（ｎ＝296）

実家から通えるところで働きたいから

地元や、出身県で働きたいから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内に志望する企業があるから

県内企業の数や求人が充実しているから

その他

無回答

63.5

53.7

22.0

6.4

4.7

6.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

実家から通えるところで働きたいから

地元や、出身県で働きたいから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内に志望する企業があるから

県内企業の数や求人が充実しているから

その他

無回答

40.9

54.5

13.6

4.5

9.1

4.5

0.0

65.6

53.5

22.3

6.6

4.7

5.9

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70

 男性（ｎ＝ 22）

 女性（ｎ＝256）

（％）
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（４）県内の勤務を希望しない理由 

問 希望する勤務地で、「千葉県内」以外を回答した方について、千葉県を希望しない理由は

何ですか。（複数可） 

① 高校生 

高校生の県内の勤務を希望しない理由は、「都心で働きたいから」が 61.0％で最も高く、次いで

「県内に志望する企業がないから」が 14.9％、「県内企業の数や求人が充実していないから」が

11.4％、「実家から通えるところで働きたいから」が 5.1％となっている。 

 

＜図表 県内の勤務を希望しない理由－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「都心で働きたいから」では女性（64.4％）が男性（58.5％）より 5.9 ポイント

高くなっている。 

＜図表 県内の勤務を希望しない理由－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝315）

都心で働きたいから

県内に志望する企業がないから

県内企業の数や求人が充実していないから

実家から通えるところで働きたいから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内企業の情報が不足しているから

地元や、出身県で働きたいから

その他

無回答

61.0

14.9

11.4

5.1

4.4

4.1

3.5

8.9

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

都心で働きたいから

県内に志望する企業がないから

県内企業の数や求人が充実していないから

実家から通えるところで働きたいから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内企業の情報が不足しているから

地元や、出身県で働きたいから

その他

無回答

58.5

15.2

11.6

4.3

4.3

4.3

4.3

8.5

3.0

64.4

14.4

11.9

6.8

1.7

4.2

2.5

9.3

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70

 男性（ｎ＝164）

 女性（ｎ＝118）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の県内の勤務を希望しない理由は、「都心で働きたいから」が 46.2％で最も

高く、次いで「地元や、出身県で働きたいから」が 32.4％、「実家から通えるところで働きたいか

ら」が 26.5％、「県内に志望する企業がないから」が 8.8％となっている。 

 

＜図表 県内の勤務を希望しない理由－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「実家から通えるところで働きたいから」では女性（29.6％）が男性（16.1％）

より 13.5 ポイント、「県内企業の数や求人が充実していないから」では女性（7.1％）が男性（3.6％）

より 3.5 ポイント、それぞれ高くなっている。一方、「県内に志望する企業がないから」では男性

（16.1％）が女性（7.1％）より 9.0 ポイント、「都心で働きたいから」では男性（50.0％）が女性

（43.8％）より 6.2 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 県内の勤務を希望しない理由－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝238）

都心で働きたいから

地元や、出身県で働きたいから

実家から通えるところで働きたいから

県内に志望する企業がないから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内企業の数や求人が充実していないから

県内企業の情報が不足しているから

その他

46.2

32.4

26.5

8.8

6.3

6.3

4.6

10.1

0 10 20 30 40 50（％）

都心で働きたいから

地元や、出身県で働きたいから

実家から通えるところで働きたいから

県内に志望する企業がないから

将来、家族とゆったりと暮らすことができる
地域で働きたいから

県内企業の数や求人が充実していないから

県内企業の情報が不足しているから

その他

50.0

35.7

16.1

16.1

5.4

3.6

5.4

7.1

43.8

32.5

29.6

7.1

7.1

7.1

4.7

11.2

0 10 20 30 40 50

 男性（ｎ＝ 56）

 女性（ｎ＝169）

（％）
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３．将来の居住地の希望について 

（１）就職後の居住地の希望 

問 あなたは、就職後、どこに住みたいですか。 

① 高校生 

高校生の就職後の居住地の希望は、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」が 39.3％で最も高くなっ

ている。「千葉県外（国内）に住みたい」が 18.5％、「国外に住みたい」が 4.2％となっている。ま

た、「こだわらない」は 28.6％となっている。 

 

＜図表 就職後の居住地の希望－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「こだわらない」では男性（32.5％）が女性（24.7％）より 7.8 ポイント高くなっ

ている。一方、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」では女性（42.9％）が男性（37.3％）より 5.6

ポイント高くなっている。 

 

＜図表 就職後の居住地の希望－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝1,190） （％）

千葉県に住みたい
（とどまりたい）

39.3

わからない
9.1

こだわらない
28.6

千葉県外（国内）
に住みたい

18.5

無回答
0.3

国外に住みたい
4.2

千葉県に
住みたい

（とどまりたい）

千葉県外
（国内）に
住みたい

国外に
住みたい

こだわらない わからない 無回答

ｎ （％）

全 体 (1,190)

男 性 ( 612)

女 性 ( 450)

性
　
別 42.9

37.3

39.3

18.2

17.8

18.5

4.2

3.6

4.2

24.7

32.5

28.6

9.6

8.7

9.1

0.4

0.2

0.3
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の就職後の居住地の希望は、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」が 44.7％

で最も高くなっている。「千葉県外（国内）に住みたい」が 27.6％、「国外に住みたい」が 2.1％と

なっている。また、「こだわらない」は 17.6％となっている。 

 

＜図表 就職後の居住地の希望－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」では女性（49.5％）が男性（23.7％）より

25.8 ポイント高くなっている。一方、「こだわらない」では男性（30.5％）が女性（14.7％）より

15.8 ポイント、「千葉県外（国内）に住みたい」では男性（33.9％）が女性（26.3％）より 7.6 ポ

イント、「国外に住みたい」では男性（5.1％）が女性（1.0％）より 4.1 ポイント、それぞれ高く

なっている。 

 

＜図表 就職後の居住地の希望－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝675） （％）

千葉県に住みたい
（とどまりたい）

44.7

わからない
7.3

こだわらない
17.6

千葉県外（国内）に
住みたい

27.6

無回答
0.7

国外に住みたい
2.1

千葉県に
住みたい

（とどまりたい）

千葉県外
（国内）に
住みたい

国外に
住みたい

こだわらない わからない 無回答

ｎ （％）

全 体 (675)

男 性 (118)

女 性 (517)

性
　
別 49.5

23.7

44.7

26.3

33.9

27.6

1.0

5.1

2.1

14.7

30.5

17.6

7.5

6.8

7.3

1.0

0.0

0.7
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（２）県内で希望する居住地 

問 就職後の居住地の希望で、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」と回答した方について、

希望する市町村はどこですか。（複数可） 

① 高校生 

高校生の県内で希望する居住地は、「具体的に希望する市町村がある」が 53.2％、「県内であれば

どこでも良い」は 44.2％となっている。 

 

＜図表 県内で希望する居住地－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内で「具体的に希望する市町村がある」と回答した方の具体的な市町村は、「千葉市」が 20.1％

で最も高く、次いで「船橋市」が 11.2％、「浦安市」が 5.2％、「柏市」が 4.8％、「館山市」が 4.0％

となっている。 

 

＜図表 具体的に希望する市町村－高校生（上位 10 市町村）＞ 

 

 

 

（ｎ＝468） （％）

具体的に希望する
市町村がある

53.2

県内であれば
どこでも良い

44.2

無回答
2.6

（ｎ＝249）

千葉市

船橋市

浦安市

柏市

館山市

市川市

松戸市

成田市

茂原市

山武市

20.1

11.2

5.2

4.8

4.0

3.6

3.2

3.2

2.8

2.8

0 10 20 30（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の県内で希望する居住地は、「具体的に希望する市町村がある」が 65.2％、

「県内であればどこでも良い」は 32.5％となっている。 

 

＜図表 県内で希望する居住地－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内で「具体的に希望する市町村がある」と回答した方の具体的な市町村は、「千葉市」が 22.8％

で最も高く、次いで「船橋市」が 16.2％、「市川市」が 9.6％、「成田市」と「柏市」がともに 4.6％

となっている。 

 

＜図表 具体的に希望する市町村－大学生・短期大学生（上位 11 市町村）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝302） （％）

具体的に希望する
市町村がある

65.2

県内であれば
どこでも良い

32.5

無回答
2.3

（ｎ＝197）

千葉市

船橋市

市川市

成田市

柏市

市原市

松戸市

木更津市

佐倉市

八千代市

浦安市

22.8

16.2

9.6

4.6

4.6

4.1

3.6

2.5

2.5

2.5

2.5

0 10 20 30（％）
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（３）千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由 

問 県内で希望する居住地について、その地域を選ぶ理由は何ですか。（複数可） 

① 高校生 

高校生の千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由は、「自宅があるから」が 44.9％で最も高く、次い

で「住み慣れていて土地勘があるから」が 44.0％、「家族の近くにいると便利だから（育児・介護

等）」が 38.0％、「千葉県（地元）が好きだから」が 31.8％、「知人・友人が多いから」が 31.2％と

なっている。 

 

＜図表 千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝468）

自宅があるから

住み慣れていて土地勘があるから

家族の近くにいると便利だから
（育児・介護等）

千葉県（地元）が好きだから

知人・友人が多いから

都心に近いから

交通が便利だから

自然が豊かだから

治安が良く、安心だから

温暖で、台風や積雪等が少ないから

商業・レジャー施設が充実しているから

希望する働き場所があるから

家賃（住宅価格）が手頃だから

医療環境が充実しているから

地域コミュニティなど、ともに助け合う
環境があるから

子育て環境が充実しているから

教育環境が充実しているから

その他

無回答

44.9

44.0

38.0

31.8

31.2

27.6

26.1

18.6

14.3

9.2

8.8

7.9

7.9

4.5

3.4

3.2

2.8

2.1

6.4

0 10 20 30 40 50（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由は、「自宅があるから」が 60.6％で最

も高く、次いで「住み慣れていて土地勘があるから」が 54.3％、「家族の近くにいると便利だから

（育児・介護等）」が 48.0％、「知人・友人が多いから」が 36.8％、「千葉県（地元）が好きだから」

が 34.8％となっている。 

 

＜図表 千葉県内の地域を居住地に選ぶ理由－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝302）

自宅があるから

住み慣れていて土地勘があるから

家族の近くにいると便利だから
（育児・介護等）

知人・友人が多いから

千葉県（地元）が好きだから

交通が便利だから

都心に近いから

自然が豊かだから

治安が良く、安心だから

希望する働き場所があるから

商業・レジャー施設が充実しているから

温暖で、台風や積雪等が少ないから

地域コミュニティなど、ともに助け合う
環境があるから

家賃（住宅価格）が手頃だから

医療環境が充実しているから

子育て環境が充実しているから

教育環境が充実しているから

その他

無回答

60.6

54.3

48.0

36.8

34.8

30.5

21.5

20.9

15.6

11.3

8.6

7.6

6.3

4.6

4.6

4.6

3.3

1.7

7.6

0 10 20 30 40 50 60 70（％）
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（４）県外で希望する居住地 

問 就職後の居住地の希望で、「千葉県外（国内）に住みたい」と回答した方について、その

地域はどこですか。 

① 高校生 

高校生の県外で希望する居住地は、「東京都（23区内）」が 56.8％で最も高くなっている。 

 

＜図表 県外で希望する居住地－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の県外で希望する居住地は、「東京都（23 区内）」が 57.5％で最も高く、次

いで「北関東（茨城県・栃木県・群馬県）」が 12.9％となっている。 

 

＜図表 県外で希望する居住地－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝220）

東京都（23区内）

東京都（その他）

神奈川県（横浜市・川崎市）

神奈川県（その他）

埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

わからない

無回答

56.8

6.4

8.2

3.2

0.5

0.5

1.4

8.6

11.4

3.2

0 10 20 30 40 50 60（％）

（ｎ＝186）

東京都（23区内）

東京都（その他）

神奈川県（横浜市・川崎市）

神奈川県（その他）

埼玉県（さいたま市）

埼玉県（その他）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の地域

わからない

57.5

2.2

3.8

1.1

1.1

4.3

12.9

9.7

7.5

0 10 20 30 40 50 60（％）
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（５）千葉県を居住地に選ばない理由 

問 就職後の居住地の希望で、「千葉県外（国内）に住みたい」と回答した方について、千葉

県を選ばない理由は何ですか。（複数可） 

① 高校生 

高校生の千葉県を居住地に選ばない理由は、「都心へのアクセスが不便だから」が 32.3％で最も

高く、次いで「仕事の選択肢が狭まるから」が 27.7％、「田舎のイメージが強いから」が 23.2％、

「希望する働き場所がないから」が 20.9％、「おしゃれなお店がないから」が 20.5％となっている。 

 

＜図表 千葉県を居住地に選ばない理由－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝220）

都心へのアクセスが不便だから

仕事の選択肢が狭まるから

田舎のイメージが強いから

希望する働き場所がないから

おしゃれなお店がないから

商業・レジャー施設がないから

車がないと生活ができないから

出身地（県外）に戻るため

スポーツをする環境や文化・芸術
活動が充実していないから

治安や風紀が心配だから

自然が少ないから

教育環境が不十分だから

医療環境が不十分だから

地域コミュニティなど、
人とのつながりが希薄だから

家賃（住宅価格）が高いから

災害対策が進められていないから

子育て環境が充実していないから

その他

無回答

32.3

27.7

23.2

20.9

20.5

12.7

9.5

8.2

7.7

4.1

3.6

2.7

2.3

2.3

1.4

1.4

0.5

16.4

3.6

0 10 20 30 40（％）
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性別でみると、「都心へのアクセスが不便だから」では女性（47.6％）が男性（24.8％）より 22.8

ポイント、「おしゃれなお店がないから」では女性（31.7％）が男性（13.8％）より 17.9 ポイント、

「仕事の選択肢が狭まるから」では女性（37.8％）が男性（20.2％）より 17.6 ポイント、それぞ

れ高くなっている。一方、「スポーツをする環境や文化・芸術活動が充実していないから」では男

性（9.2％）が女性（4.9％）より 4.3 ポイント高くなっている。 

 

＜図表 千葉県を居住地に選ばない理由－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都心へのアクセスが不便だから

仕事の選択肢が狭まるから

田舎のイメージが強いから

希望する働き場所がないから

おしゃれなお店がないから

商業・レジャー施設がないから

車がないと生活ができないから

出身地（県外）に戻るため

スポーツをする環境や文化・芸術
活動が充実していないから

治安や風紀が心配だから

自然が少ないから

教育環境が不十分だから

医療環境が不十分だから

地域コミュニティなど、
人とのつながりが希薄だから

家賃（住宅価格）が高いから

災害対策が進められていないから

子育て環境が充実していないから

その他

無回答

24.8

20.2

18.3

15.6

13.8

11.0

3.7

6.4

9.2

4.6

2.8

0.9

1.8

2.8

1.8

1.8

0.0

16.5

4.6

47.6

37.8

29.3

29.3

31.7

13.4

17.1

7.3

4.9

3.7

4.9

3.7

2.4

1.2

0.0

1.2

0.0

13.4

3.7

0 10 20 30 40 50

 男性（ｎ＝109）

 女性（ｎ＝ 82）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の千葉県を居住地に選ばない理由は、「出身地（県外）に戻るため」が 43.5％

で最も高く、次いで「都心へのアクセスが不便だから」が 32.3％、「田舎のイメージが強いから」

が 18.8％、「仕事の選択肢が狭まるから」が 14.5％、「おしゃれなお店がないから」が 14.0％となっ

ている。 

 

＜図表 千葉県を居住地に選ばない理由－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝186）

出身地（県外）に戻るため

都心へのアクセスが不便だから

田舎のイメージが強いから

仕事の選択肢が狭まるから

おしゃれなお店がないから

車がないと生活ができないから

希望する働き場所がないから

商業・レジャー施設がないから

治安や風紀が心配だから

地域コミュニティなど、人との
つながりが希薄だから

自然が少ないから

子育て環境が充実していないから

教育環境が不十分だから

家賃（住宅価格）が高いから

災害対策が進められていないから

医療環境が不十分だから

スポーツをする環境や文化・芸術
活動が充実していないから

その他

無回答

43.5

32.3

18.8

14.5

14.0

12.9

12.4

9.7

5.4

5.4

4.8

2.7

2.7

2.2

1.6

1.6

1.1

16.1

1.1

0 10 20 30 40 50（％）
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性別でみると、「都心へのアクセスが不便だから」では女性（36.8％）が男性（25.0％）より 11.8

ポイント、「車がないと生活ができないから」では女性（15.4％）が男性（7.5％）より 7.9 ポイン

ト、それぞれ高くなっている。一方、「商業・レジャー施設がないから」では男性（15.0％）が女

性（8.1％）より 6.9 ポイント、「希望する働き場所がないから」では女性（15.0％）が男性（9.6％）

より 5.4 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 千葉県を居住地に選ばない理由－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

出身地（県外）に戻るため

都心へのアクセスが不便だから

田舎のイメージが強いから

仕事の選択肢が狭まるから

おしゃれなお店がないから

車がないと生活ができないから

希望する働き場所がないから

商業・レジャー施設がないから

治安や風紀が心配だから

地域コミュニティなど、人との
つながりが希薄だから

自然が少ないから

子育て環境が充実していないから

教育環境が不十分だから

家賃（住宅価格）が高いから

災害対策が進められていないから

医療環境が不十分だから

スポーツをする環境や文化・芸術
活動が充実していないから

その他

無回答

47.5

25.0

17.5

10.0

10.0

7.5

15.0

15.0

2.5

7.5

2.5

0.0

2.5

2.5

0.0

0.0

2.5

12.5

0.0

43.4

36.8

19.9

16.9

16.2

15.4

9.6

8.1

6.6

5.1

5.9

3.7

2.9

2.2

2.2

2.2

0.7

16.2

1.5

0 10 20 30 40 50

 男性（ｎ＝ 40）

 女性（ｎ＝136）

（％）
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４．「居住地として選ばれる千葉」について 

（１）千葉県が居住地として選ばれるために重要なこと 

問 千葉県が居住地（住む場所）として選ばれるために重要な点は、何だと思いますか。 

（３つまで） 

① 高校生 

高校生の千葉県が居住地として選ばれるために重要なことは、「治安が良いこと」が 37.6％で最

も高く、次いで「都心へのアクセスが良いこと」が 36.9％、「災害に強いこと」が 27.4％、「医療・

福祉環境が充実していること」が 26.6％、「子育て環境が充実していること」が 18.7％となってい

る。 

 

＜図表 千葉県が居住地として選ばれるために重要なこと－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝1,190）

治安が良いこと

都心へのアクセスが良いこと

災害に強いこと

医療・福祉環境が充実していること

子育て環境が充実していること

商業・レジャー施設が充実していること

自然が保護されていること

地域におけるバス等の交通の利便性が
良いこと

希望する働き場所があること

スポーツに親しむ環境が充実していること

教育環境が充実していること

国際都市にふさわしい環境が整っている
こと

千葉の魅力が積極的に発信されていること

地域コミュニティなど、ともに助け合う
環境が整っていること

文化・芸術に親しむ環境が充実している
こと

その他

無回答

37.6

36.9

27.4

26.6

18.7

18.5

17.9

13.5

12.0

10.3

9.4

7.9

7.3

6.1

4.6

2.6

1.9

0 10 20 30 40（％）
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性別でみると、「子育て環境が充実していること」では女性（24.0％）が男性（16.0％）より 8.0

ポイント、「医療・福祉環境が充実していること」では女性（30.4％）が男性（24.3％）より 6.1

ポイント、それぞれ高くなっている。一方、「スポーツに親しむ環境が充実していること」では男

性（12.7％）が女性（6.9％）より 5.8 ポイント、「自然が保護されていること」では男性（19.8％）

が女性（15.6％）より 4.2 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 千葉県が居住地として選ばれるために重要なこと－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治安が良いこと

都心へのアクセスが良いこと

災害に強いこと

医療・福祉環境が充実していること

子育て環境が充実していること

商業・レジャー施設が充実していること

自然が保護されていること

地域におけるバス等の交通の利便性が
良いこと

希望する働き場所があること

スポーツに親しむ環境が充実していること

教育環境が充実していること

国際都市にふさわしい環境が整っている
こと

千葉の魅力が積極的に発信されていること

地域コミュニティなど、ともに助け合う
環境が整っていること

文化・芸術に親しむ環境が充実している
こと

その他

無回答

38.6

36.3

29.2

24.3

16.0

18.3

19.8

12.9

11.4

12.7

11.3

7.2

7.0

3.9

4.9

3.6

2.5

36.0

37.3

26.0

30.4

24.0

19.3

15.6

14.4

14.0

6.9

8.4

7.8

7.8

8.2

4.0

1.1

0.4

0 10 20 30 40

 男性（ｎ＝612）

 女性（ｎ＝450）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の千葉県が居住地として選ばれるために重要なことは、「都心へのアクセス

が良いこと」が 41.8％で最も高く、次いで「治安が良いこと」が 40.0％、「子育て環境が充実して

いること」が 34.2％、「医療・福祉環境が充実していること」が 26.2％、「災害に強いこと」が 23.6％

となっている。 

 

＜図表 千葉県が居住地として選ばれるために重要なこと－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝675）

都心へのアクセスが良いこと

治安が良いこと

子育て環境が充実していること

医療・福祉環境が充実していること

災害に強いこと

商業・レジャー施設が充実していること

自然が保護されていること

地域におけるバス等の交通の利便性が
良いこと

希望する働き場所があること

地域コミュニティなど、ともに助け合う
環境が整っていること

教育環境が充実していること

千葉の魅力が積極的に発信されていること

スポーツに親しむ環境が充実していること

文化・芸術に親しむ環境が充実している
こと

国際都市にふさわしい環境が整っている
こと

その他

無回答

41.8

40.0

34.2

26.2

23.6

18.8

16.6

13.6

11.3

10.1

8.6

5.8

5.3

4.0

2.7

2.4

0.9

0 10 20 30 40 50（％）
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性別でみると、「治安が良いこと」では女性（42.6％）が男性（31.4％）より 11.2 ポイント、「都

心へのアクセスが良いこと」では女性（43.7％）が男性（34.7％）より 9.0 ポイント、それぞれ高

くなっている。一方、「千葉の魅力が積極的に発信されていること」では男性（9.3％）が女性（4. 

8％）より 4.5 ポイント、「希望する働き場所があること」では男性（14.4％）が女性（10.4％）よ

り 4.0 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 千葉県が居住地として選ばれるために重要なこと－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都心へのアクセスが良いこと

治安が良いこと

子育て環境が充実していること

医療・福祉環境が充実していること

災害に強いこと

商業・レジャー施設が充実していること

自然が保護されていること

地域におけるバス等の交通の利便性が
良いこと

希望する働き場所があること

地域コミュニティなど、ともに助け合う
環境が整っていること

教育環境が充実していること

千葉の魅力が積極的に発信されていること

スポーツに親しむ環境が充実していること

文化・芸術に親しむ環境が充実している
こと

国際都市にふさわしい環境が整っている
こと

その他

無回答

34.7

31.4

27.1

22.9

20.3

20.3

10.2

11.9

14.4

11.9

11.0

9.3

6.8

5.1

5.1

6.8

2.5

43.7

42.6

35.8

26.3

24.4

18.8

18.6

13.7

10.4

9.9

8.1

4.8

5.4

3.9

1.9

1.4

0.6

0 10 20 30 40 50

 男性（ｎ＝118）

 女性（ｎ＝517）

（％）
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（２）千葉県が居住地として選ばれるためのアイデア 

問 あなたが考える「千葉県が居住地として選ばれるためのアイデア」を記入して下さい。 

（自由記入） 

① 高校生 

高校生に千葉県が居住地として選ばれるためのアイデアを自由に記入してもらったところ、617

人から 847 件の意見があった。アイデアの内容は、「交通機関の利便性向上」が 166 件で最も多く、

次いで「千葉の魅力の発信強化」が 88 件、「商業施設、観光地の充実」が 87 件、「子育て環境・支

援の充実」が 68件、「治安対策の強化」が 57 件となっている。 

 

＜図表 千葉県が居住地として選ばれるためのアイデア－高校生＞ 

内 容 回答数 割合 

交通機関の利便性向上 166 件 19.6% 

千葉の魅力の発信強化  88 件 10.4% 

商業施設、観光地の充実  87 件 10.3% 

子育て環境・支援の充実  68 件  8.0% 

治安対策の強化  57 件  6.7% 

自然環境の保全・充実  49 件  5.8% 

教育施策の充実  34 件  4.0% 

都市と自然のバランスが取れ、住みごこちが良いこと  29 件  3.4% 

医療・福祉施策の充実  28 件  3.3% 

働く場の充実  23 件  2.7% 

災害対策の強化  20 件  2.4% 

住宅施策の充実  17 件  2.0% 

公園や文化施設等の充実  16 件  1.9% 

道路整備の強化  16 件  1.9% 

地域や経済の活性化推進  16 件  1.9% 

都会的な魅力を持つこと  13 件  1.5% 

スポーツ施設の設置促進やスポーツ振興の強化  12 件  1.4% 

まちづくり、都市開発の強化  11 件  1.3% 

ゴミ問題等環境対策の実施  10 件  1.2% 

地域コミュニティ等の強化   9 件  1.1% 

若者に対する施策の充実   1 件  0.1% 

その他  77 件  9.1% 

合 計 847 件 100.0% 
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生に千葉県が居住地として選ばれるためのアイデアを自由に記入してもらった

ところ、257 人から 342 件の意見があった。アイデアの内容は、「子育て環境・支援の充実」が 71

件で最も多く、次いで「交通機関の利便性向上」が 64 件、「千葉の魅力の発信強化」が 37件、「商

業施設、観光地の充実」が 26 件となっている。 

 

＜図表 千葉県が居住地として選ばれるためのアイデア－大学生・短期大学生＞ 

内 容 回答数 割合 

子育て環境・支援の充実  71 件 20.8% 

交通機関の利便性向上  64 件 18.7% 

千葉の魅力の発信強化  37 件 10.8% 

商業施設、観光地の充実  26 件  7.6% 

治安対策の強化  19 件  5.6% 

自然環境の保全・充実  18 件  5.3% 

都市と自然のバランスが取れ、住みごこちが良いこと  14 件  4.1% 

住宅施策の充実  11 件  3.2% 

教育施策の充実   9 件  2.6% 

地域コミュニティ等の強化   8 件  2.3% 

災害対策の強化   8 件  2.3% 

医療・福祉施策の充実   7 件  2.0% 

道路整備の強化   7 件  2.0% 

公園や文化施設等の充実   6 件  1.8% 

働く場の充実   4 件  1.2% 

若者に対する施策の充実   4 件  1.2% 

地域や経済の活性化   3 件  0.9% 

スポーツ施設の設置促進やスポーツ振興の強化   2 件  0.6% 

都会的な魅力を持つこと   2 件  0.6% 

ゴミ問題等環境対策の実施   1 件  0.3% 

その他  21 件  6.1% 

合 計 342 件 100.0% 
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５．結婚・子育てなどについて 

（１）「晩婚」や「未婚」が増えている理由 

問 「晩婚」や「未婚」が増えている理由として考えられるものは何だと思いますか。（複数可） 

① 高校生 

高校生の「晩婚」や「未婚」が増えている理由として考えられるものについては、「結婚の必要

性を感じない人が増えているから」が 53.7％で最も高く、次いで「独身の自由さや気楽さを失いた

くないと考える人が増えているから」が 39.3％、「結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人

が増えているから」が 36.0％、「結婚より趣味や娯楽を楽しみたいと考える人が増えているから」

が 33.1％、「異性とうまくつき合えない人が増えているから」が 30.6％となっている。 

 

＜図表 「晩婚」や「未婚」が増えている理由－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝1,190）

結婚の必要性を感じない人が増えているから

独身の自由さや気楽さを失いたくないと考える
人が増えているから

結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人
が増えているから

結婚より趣味や娯楽を楽しみたいと考える人が
増えているから

異性とうまくつき合えない人が増えているから

経済的に余裕のない人が増えているから

異性と知り合う（出会う）機会が減っているか
ら

家事・育児などへの負担感や拘束感があるから

希望の条件を満たす結婚相手にめぐり会えない
から

若者の親離れや親の子離れができていないから

結婚せず、同棲すれば良いと考える人が増えて
いるから

その他

特にない

わからない

無回答

53.7

39.3

36.0

33.1

30.6

24.5

24.0

21.8

20.5

8.2

6.4

3.0

0.7

6.1

1.5

0 10 20 30 40 50 60（％）
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性別でみると、「結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人が増えているから」では女性

（47.3％）が男性（29.6％）より 17.7 ポイント、「家事・育児などへの負担感や拘束感があるから」

では女性（26.9％）が男性（18.8％）より 8.1 ポイント、「独身の自由さや気楽さを失いたくない

と考える人が増えているから」では女性（43.1％）が男性（37.3％）より 5.8 ポイント、それぞれ

高くなっている。一方、「異性とうまくつき合えない人が増えているから」では男性（36.6％）が

女性（22.0％）より 14.6 ポイント高くなっている。 

 

＜図表 「晩婚」や「未婚」が増えている理由－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚の必要性を感じない人が増えているから

独身の自由さや気楽さを失いたくないと考える
人が増えているから

結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人
が増えているから

結婚より趣味や娯楽を楽しみたいと考える人が
増えているから

異性とうまくつき合えない人が増えているから

経済的に余裕のない人が増えているから

異性と知り合う（出会う）機会が減っているか
ら

家事・育児などへの負担感や拘束感があるから

希望の条件を満たす結婚相手にめぐり会えない
から

若者の親離れや親の子離れができていないから

結婚せず、同棲すれば良いと考える人が増えて
いるから

その他

特にない

わからない

無回答

54.1

37.3

29.6

34.3

36.6

24.8

25.7

18.8

19.9

8.0

7.2

3.4

1.0

7.4

2.0

53.3

43.1

47.3

32.4

22.0

24.9

23.3

26.9

22.7

8.0

5.1

2.4

0.2

4.0

0.2

0 10 20 30 40 50 60

 男性（ｎ＝612）

 女性（ｎ＝450）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の「晩婚」や「未婚」が増えている理由として考えられるものについては、

「結婚の必要性を感じない人が増えているから」が 59.4％で最も高く、次いで「結婚より仕事や学

業に打ち込みたいと考える人が増えているから」が 50.8％、「独身の自由さや気楽さを失いたくな

いと考える人が増えているから」が 48.4％、「経済的に余裕のない人が増えているから」が 39.6％、

「異性と知り合う（出会う）機会が減っているから」が 39.3％となっている。 

 

＜図表 「晩婚」や「未婚」が増えている理由－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝675）

結婚の必要性を感じない人が増えているから

結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人
が増えているから

独身の自由さや気楽さを失いたくないと考える
人が増えているから

経済的に余裕のない人が増えているから

異性と知り合う（出会う）機会が減っているか
ら

結婚より趣味や娯楽を楽しみたいと考える人が
増えているから

家事・育児などへの負担感や拘束感があるから

希望の条件を満たす結婚相手にめぐり会えない
から

異性とうまくつき合えない人が増えているから

若者の親離れや親の子離れができていないから

結婚せず、同棲すれば良いと考える人が増えて
いるから

その他

特にない

わからない

無回答

59.4

50.8

48.4

39.6

39.3

35.4

33.9

24.3

24.1

8.7

5.0

1.3

0.4

0.9

0.4

0 10 20 30 40 50 60（％）
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性別でみると、「結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人が増えているから」では女性

（54.9％）が男性（34.7％）より 20.2 ポイント、「希望の条件を満たす結婚相手にめぐり会えない

から」では女性（26.9％）が男性（13.6％）より 13.3 ポイント、「異性と知り合う（出会う）機会

が減っているから」では女性（41.6％）が男性（30.5％）より 11.1 ポイント、それぞれ高くなっ

ている。一方、「異性とうまくつき合えない人が増えているから」では男性（37.3％）が女性（21.3％）

より 16.0 ポイント、「結婚の必要性を感じない人が増えているから」では男性（62.7％）が女性

（58.0％）より 4.7 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 「晩婚」や「未婚」が増えている理由－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚の必要性を感じない人が増えているから

結婚より仕事や学業に打ち込みたいと考える人
が増えているから

独身の自由さや気楽さを失いたくないと考える
人が増えているから

経済的に余裕のない人が増えているから

異性と知り合う（出会う）機会が減っているか
ら

結婚より趣味や娯楽を楽しみたいと考える人が
増えているから

家事・育児などへの負担感や拘束感があるから

希望の条件を満たす結婚相手にめぐり会えない
から

異性とうまくつき合えない人が増えているから

若者の親離れや親の子離れができていないから

結婚せず、同棲すれば良いと考える人が増えて
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その他

特にない

わからない

無回答

62.7

34.7

44.1

40.7

30.5

38.1

28.0

13.6

37.3

8.5

5.1

2.5

0.8

0.8

1.7

58.0

54.9

50.9

38.9

41.6

35.2

36.2

26.9

21.3

9.1

4.3

1.2

0.4

1.0

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70

 男性（ｎ＝118）

 女性（ｎ＝517）

（％）
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（２）子どもを持つために必要だと思う条件 

問 子どもを持とうと考えた場合、どのような条件がそろえばいいと考えますか。（３つまで） 

① 高校生 

高校生の子どもを持つために必要だと思う条件は、「地域の保育サービス（保育所や一時預かり

など）が整うこと」が 50.7％で最も高く、次いで「働きながら子育てができる職場環境であること」

が 48.7％、「教育にお金があまりかからないこと」が 34.6％、「雇用が安定すること」が 29.7％、

「配偶者が家事・育児に協力してくれること」が 20.3％となっている。 

 

＜図表 子どもを持つために必要だと思う条件－高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝1,190）

地域の保育サービス（保育所や一時預かり
など）が整うこと

働きながら子育てができる職場環境である
こと

教育にお金があまりかからないこと

雇用が安定すること

配偶者が家事・育児に協力してくれること

健康上の問題がないこと

出産・育児について相談できる人が地域に
いること

家がある程度広いこと

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

配偶者以外の家族に、育児に協力してくれ
る人がいること

自分または配偶者が高齢でないこと

その他

特にない

わからない

無回答

50.7

48.7

34.6

29.7

20.3

19.7

15.5

8.0

7.6

6.2

5.6

0.8

1.1

4.1

1.7

0 10 20 30 40 50 60（％）
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性別でみると、「働きながら子育てができる職場環境であること」では女性（59.1％）が男性

（42.8％）より 16.3 ポイント、「配偶者が家事・育児に協力してくれること」では女性（30.0％）

が男性（13.7％）より 16.3 ポイント、「地域の保育サービス（保育所や一時預かりなど）が整うこ

と」では女性（58.2％）が男性（47.2％）より 11.0 ポイント、それぞれ高くなっている。一方、「雇

用が安定すること」では男性（33.3％）が女性（24.4％）より 8.9 ポイント、「教育にお金があま

りかからないこと」では男性（36.8％）が女性（31.6％）より 5.2 ポイント、それぞれ高くなって

いる。 

 

＜図表 子どもを持つために必要だと思う条件－高校生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の保育サービス（保育所や一時預かり
など）が整うこと

働きながら子育てができる職場環境である
こと

教育にお金があまりかからないこと

雇用が安定すること

配偶者が家事・育児に協力してくれること

健康上の問題がないこと

出産・育児について相談できる人が地域に
いること

家がある程度広いこと

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

配偶者以外の家族に、育児に協力してくれ
る人がいること

自分または配偶者が高齢でないこと

その他

特にない

わからない

無回答

47.2

42.8

36.8

33.3

13.7

20.9

15.2

9.5

9.0

4.6

7.0

0.8

1.3

4.6

2.1

58.2

59.1

31.6

24.4

30.0

18.0

16.4

5.8

6.0

8.9

3.8

0.4

0.4

3.1

0.4

0 10 20 30 40 50 60

 男性（ｎ＝612）

 女性（ｎ＝450）

（％）
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② 大学生・短期大学生 

大学生・短期大学生の子どもを持つために必要だと思う条件は、「地域の保育サービス（保育所

や一時預かりなど）が整うこと」が 60.4％で最も高く、次いで「働きながら子育てができる職場環

境であること」が 57.0％、「教育にお金があまりかからないこと」が 41.3％、「雇用が安定するこ

と」が 33.0％、「配偶者が家事・育児に協力してくれること」が 28.1％となっている。 

 

＜図表 子どもを持つために必要だと思う条件－大学生・短期大学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝675）

地域の保育サービス（保育所や一時預かり
など）が整うこと

働きながら子育てができる職場環境である
こと

教育にお金があまりかからないこと

雇用が安定すること

配偶者が家事・育児に協力してくれること

出産・育児について相談できる人が地域に
いること

健康上の問題がないこと

配偶者以外の家族に、育児に協力してくれ
る人がいること

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

家がある程度広いこと

自分または配偶者が高齢でないこと

その他

特にない

わからない

無回答

60.4

57.0

41.3

33.0

28.1

22.7

16.3

9.3

3.9

3.3

3.0

0.3

0.3

0.1

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70（％）
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性別でみると、「雇用が安定すること」では男性（53.4％）が女性（26.9％）より 26.5 ポイント、

「自分の昇進・昇格に差し支えがないこと」では男性（8.5％）が女性（3.1％）より 5.4 ポイント、

それぞれ高くなっている。一方、「働きながら子育てができる職場環境であること」では女性

（62.1％）が男性（40.7％）より 21.4 ポイント、「配偶者が家事・育児に協力してくれること」で

は女性（31.9％）が男性（15.3％）より 16.6 ポイント、「出産・育児について相談できる人が地域

にいること」では女性（25.1％）が男性（11.9％）より 13.2 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 

＜図表 子どもを持つために必要だと思う条件－大学生・短期大学生（性別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の保育サービス（保育所や一時預かり
など）が整うこと

働きながら子育てができる職場環境である
こと
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雇用が安定すること

配偶者が家事・育児に協力してくれること

出産・育児について相談できる人が地域に
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配偶者以外の家族に、育児に協力してくれ
る人がいること

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

家がある程度広いこと

自分または配偶者が高齢でないこと

その他

特にない

わからない

無回答

57.6

40.7

41.5

53.4

15.3

11.9

18.6

3.4

8.5

4.2

1.7

0.8

0.0

0.8

2.5

61.9

62.1

40.6

26.9

31.9

25.1

15.9

10.8

3.1

2.9

3.1

0.2

0.4

0.0

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70

 男性（ｎ＝118）

 女性（ｎ＝517）

（％）
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６．居住地域・出身地域別分析 

（１）高校生の高校卒業後の進路に関する現在の希望 

高校生の高校卒業後の進路に関する現在の希望を居住地域別でみると、「四年制大学に進学」は

県外で 93.8％、市原市で 86.3％、葛南地域で 79.7％、千葉市で 78.8％と高くなっている。「専門

学校に進学」は君津地域で 26.8％、香取地域で 23.1％、長生地域で 22.4％と高くなっている。「就

職」は夷隅地域で 38.1％、山武地域で 29.6％、長生地域で 28.4％と高くなっている。 

 

＜図表 高校卒業後の進路に関する現在の希望－高校生（居住地域別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四年制大学
に進学

短期大学に
進学

専門学校に
進学

就職 その他 決めていない 無回答

ｎ （％）

全 体 (1,190)

千葉市 ( 118)

市原市 ( 51)

葛南地域 ( 153)

東葛飾地域 ( 137)

印旛地域 ( 112)

香取地域 ( 26)

海匝地域 ( 74)

山武地域 ( 115)

長生地域 ( 67)

夷隅地域 ( 21)

安房地域 ( 109)

君津地域 ( 71)

県外 ( 32)

居
 
住
 
地
 
域
 
別

93.8

50.7

52.3

38.1

37.3

48.7

56.8

69.2

75.0

68.6

79.7

86.3

78.8

63.8

0.0

1.4

3.7

0.0

1.5

3.5

2.7

0.0

0.9

0.7

0.0

0.0

0.8

1.3

0.0

26.8

10.1

19.0

22.4

10.4

10.8

23.1

4.5

5.1

0.7

2.0

0.8

7.9

3.1

16.9

24.8

38.1

28.4

29.6

21.6

0.0

13.4

20.4

10.5

3.9

10.2

17.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0

0.0

0.3

3.1

4.2

7.3

0.0

10.4

5.2

5.4

3.8

5.4

2.9

3.9

7.8

6.8

5.4

0.0

0.0

1.8

4.8

0.0

2.6

1.4

3.8

0.9

2.2

3.9

0.0

2.5

3.5
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（２）高校生の第一志望の学校の所在地 

高校生の第一志望の学校の所在地を居住地域別でみると、「千葉県内」は海匝地域で 71.2％、夷

隅地域で 58.3％、山武地域で 54.2％と高くなっている。「東京都（23区内）」は県外で 46.7％、東

葛飾地域で 40.2％、葛南地域で 39.8％と高くなっている。「東京都（その他）」は夷隅地域で 33.3％

と高く、「神奈川県（その他）」は市原市で 13.3％と高くなっている。また、「志望校が決まってい

ない」は安房地域で 25.0％、君津地域で 21.4％、東葛飾地域で 20.6％と高くなっている。 

 

＜図表 第一志望の学校の所在地－高校生（居住地域別）＞ 
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市原市 ( 45)
葛南地域 (123)
東葛飾地域 (102)
印旛地域 ( 90)
香取地域 ( 24)
海匝地域 ( 52)
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長生地域 ( 41)
夷隅地域 ( 12)
安房地域 ( 72)
君津地域 ( 56)
県外 ( 30)

居
住
地
域
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□千葉県内
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28.9
26.8

40.0
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20.0
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27.8
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35.6
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□東京都（23区内）

26.3
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（３）高校生の就職を希望している職種 

高校生の就職を希望している職種を居住地域別でみると、「医療・福祉」は千葉市、市原市、印

旛地域、香取地域、海匝地域、山武地域、県外の７地域で第１位となっている。「学術研究、専門・

技術サービス業」は葛南地域、東葛飾地域、長生地域、夷隅地域の４地域で第１位となっている。

「飲食・販売業」は安房地域で第１位、「情報通信業」は君津地域で第１位となっている。 

 

＜図表 就職を希望している職種－高校生（居住地域別・上位５職種）＞ 
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ｎ 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

学術研究、専門・
技術サービス業

医療・福祉 官公庁・団体 情報通信業 教育

(13.5) (12.9) ( 7.6) ( 6.6) ( 5.8)

医療・福祉 官公庁・団体
学術研究、専門・
技術サービス業

旅行・観光・宿泊
業

情報通信業

(14.4) (12.7) (11.9) ( 6.8) ( 5.1)

医療・福祉

(13.7)
学術研究、専門・
技術サービス業

医療・福祉 官公庁・団体

(24.2) (14.4) ( 7.2)
学術研究、専門・
技術サービス業

医療・福祉 情報通信業 官公庁・団体 製造業

(12.4) (10.2) ( 9.5) ( 8.8) ( 7.3)

医療・福祉
旅行・観光・
宿泊業

建設業/製造業

(14.3) ( 6.3) ( 5.4)
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(19.2) (15.4) ( 7.7)
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技術サービス業

教育 官公庁・団体
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（４）高校生の将来希望する勤務地 

高校生の将来希望する勤務地を居住地域別でみると、「千葉県内」は夷隅地域で 47.6％、山武地

域で 45.2％、君津地域で 43.7％と高くなっている。「東京都（23 区内）」は県外で 53.1％、葛南地

域で 35.3％、東葛飾地域で 31.4％と高くなっている。また、「こだわらない」は海匝地域で 29.7％、

葛南地域で 26.1％、長生地域で 25.4％と高くなっている。 

 

＜図表 将来希望する勤務地－高校生（居住地域別）＞ 
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（５）高校生の就職後の居住地の希望 

高校生の就職後の居住地の希望を居住地域別でみると、「千葉県に住みたい（とどまりたい）」は

海匝地域で 54.1％、山武地域で 52.2％、君津地域で 47.9％と高くなっている。「千葉県外（国内）

に住みたい」は県外で 43.8％、市原市と夷隅地域でともに 33.3％と高くなっている。また、「こだ

わらない」は葛南地域で 35.3％、市原市で 33.3％、千葉市で 33.1％、東葛飾地域で 32.8％、海匝

地域で 31.1％、香取地域で 30.8％と高くなっている。 

 

＜図表 就職後の居住地の希望－高校生（居住地域別）＞ 
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（６）大学生・短期大学生の就職を希望している職種 

大学生・短期大学生の就職を希望している職種を出身地域別でみると、「教育」は四国を除く全

ての地域で同率を含め第１位となっている。「官公庁・団体」は埼玉県、四国、九州・沖縄の３地

域で同率を含め第１位となっている。「医療・福祉」は埼玉県、東北、四国の３地域で同率を含め

第１位となっている。「学術研究、専門・技術サービス業」は近畿で第１位、「商社」は中国で第１

位となっている。 

 

＜図表 就職を希望している職種－大学生・短期大学生（出身地域別・上位５職種）＞ 
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（７）大学生・短期大学生の将来希望する勤務地 

大学生・短期大学生の将来希望する勤務地を出身地域別でみると、「千葉県内」は香取地域で

93.3％、君津地域で 88.9％と高くなっている。「東京都（23 区内）」は東京都で 60.5％、九州・沖

縄地域で 42.9％、東葛飾地域で 42.1％と高くなっている。「神奈川県（計）」は神奈川県で 18.2％

と高く、「埼玉県（計）」は埼玉県で 25.8％と高く、「北関東（茨城県・栃木県・群馬県）」は北関東

で 49.2％と高くなっている。また、「こだわらない」は近畿で 36.4％、山武地域で 20.0％と高くなっ

ている。 

＜図表 将来希望する勤務地－大学生・短期大学生（出身地域別）＞ 
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（８）大学生・短期大学生の就職後の居住地の希望 

大学生・短期大学生の就職後の居住地の希望を出身地域別でみると、「千葉県に住みたい（とど

まりたい）」は長生地域で 83.3％、君津地域で 81.5％、香取地域と夷隅地域でともに 80.0％と高く

なっている。「千葉県外（国内）に住みたい」は東京都で 61.8％、北関東で 52.5％、埼玉県で 51.6％

と高くなっている。また、「こだわらない」は近畿で 45.5％、神奈川県で 36.4％と高くなっている。 

 

＜図表 就職後の居住地の希望－大学生・短期大学生（出身地域別）＞ 

 

 
千葉県に
住みたい

（とどまりたい）

千葉県外
（国内）に
住みたい

国外に
住みたい

こだわらない わからない 無回答

ｎ （％）

全 体 (675)

千葉市 ( 60)

市原市 ( 23)

葛南地域 ( 82)

東葛飾地域 ( 38)

印旛地域 ( 53)

香取地域 ( 15)

海匝地域 ( 20)

山武地域 ( 15)

長生地域 ( 18)

夷隅地域 ( 5)

安房地域 ( 7)

君津地域 ( 27)

東京都 ( 76)

神奈川県 ( 11)

埼玉県 ( 31)

北関東 ( 59)

北海道 ( 6)

東北 ( 24)

中部 ( 37)

近畿 ( 11)

中国 ( 9)

四国 ( 3)

九州・沖縄 ( 14)

出
 
身
 
地
 
域
 
別

44.7

68.3

65.2

65.9

57.9

66.0

80.0

65.0

60.0

83.3

80.0

71.4

81.5

14.5

27.3

12.9

10.2

33.3

20.8

18.9

36.4

22.2

33.3

14.3

27.6

8.3

8.7

14.6

15.8

18.9

6.7

20.0

20.0

0.0

0.0

28.6

3.7

61.8

27.3

51.6

52.5

16.7

37.5

40.5

9.1

33.3

33.3

35.7

2.1

3.3

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

6.7

5.6

0.0

0.0

0.0

3.9

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

17.6

15.0

17.4

11.0

26.3

11.3

6.7

10.0

13.3

11.1

20.0

0.0

14.8

18.4

36.4

19.4

20.3

33.3

20.8

21.6

45.5

22.2

0.0

21.4

7.3

5.0

8.7

6.1

0.0

1.9

6.7

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

9.1

16.1

11.9

0.0

20.8

18.9

9.1

22.2

0.0

28.6

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0


